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計画の構成3

総｜論

障害児通所支援等の見込量等(第1期障害児福祉計画）
I

基本理念
すべての障害者が､自らの紫

る努力ができ､障害のある人

支援が必要な方に手が差しイ

性に合わせて、自らの選択により、より良い生活を求め

もない人も共に活動することで相互の理解を深め､より
Pくられる共牛牛活を構築する。

中長期指針を踏まえた将来升音見据えた施策展開と利用者本位の支援

誰もが安心して生活し､社会へ参加していくためのパリアフリー化の推進

障害者団体との協働及び市E

計画の

視

各 論

1 理解促進・社会参加の推進～東京2

契機と

〕2oオリンピック・パラリンピック競技大会開催を
した交流の促進～

4保健･医療の充実～保健や医療分野|との効果的な連携～
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平成28年度に本市が実施した障害者生活実態・意向調査において､在宅

の障害者の主な介助者が60歳以上の割合は､知的障害で510%､精神障髻
｜

ます。 ｜

輝笙騒賃雲
そのため､障害者本人の日常生活を支援して

体制､障害者本人の意思を尊重した様々なサー

侍するためのきめ細やかなｻｰビｽの提供障曽者本人の住まいの確保が､ヅ
亡鳶冨罰蟇駕覇震照い雫｡

古する18

う.0％とれ

の支援における遅

-卜役､日常生活を

助者の高齢ｲk刀ひ

ノ

ぶった後の支援7

《病気等により壷
，とド､5T画{《－．

言により‘支

二します。

急ヅr讓耆か101bか0

まくなった袴(鶏

聿劇的に甑すっため､次0

号Ⅱ用』早堆

王鍔写 詞者を決定するなど､障害者本人の生活状況や趣［
’

1度の普及啓発を行っていきます。

地域生>古の支け皿であるグループ

きるようグループホームへの支援

また、親亡き後も障害者が住みち

ます㎡

鴬f鷲：
ゴヘノノ鄙又
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第2部各論／第1章重点課題
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現状と課題1

二おいて、字習回又はｲ丁動向で吾

て発達障害の可能性があり特別；

人を超えます｡また､強度行動障

状況です。

lな相談機関が相談対応に追い付

ま発逹障害の種類に対応した事簔

しい困難を元

ま教育的支援

＝などの非岸

９
を
に

と
必
菫

された児童の割合は6．5％でした｡本市

要とする児菫数をこの数値から推計すそ

度の行動障害のある方たちの受け入れ許

そのため、これまでの発達障害に関すそ

とともに､地域の関係機関の連携の不足

動障害者の家族への支援が喫緊の課題と

》ない状況で

ﾖFfの不帛‐荘

配
右
逗る

行 王9c

2

聿貞R勺に剛可台ため、次6 衣9〔，

§閨への毛 も

霧の発達障害に関す言
関係W

の成f

本人0

凛豹ぴ

:にあわせて､地域で関尤

情報を関係機関が共有一

弱係機関が関わる場合、

､るなど､律檬の鞘ｲkを検

郡苣雲宕

いび珪

ます

い

の塲

と

小

皇E

駕唯罵簾的璽濾の欠如)に‘
ま

＜発達障害者への支援に関する主な事業＞

ｊ
４
．
８

ノ

！

事業 名
f門

1 ．神；

粥■ 日

靴
蕊≦業内容l ‘ ］ 鱈載ページ

発達障害者支援センター

運営

発達障害者支援を総合的にイ

応じるとともに､療育に関~する

また、関係機関との連携強ｲ’

努めます。

了う地域の拠点として､本人や家族等からの相談に

指導や助言を行います。

;を図り、地域における総合的な支援体制の整備に
46ページ
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一？〃FI專津力蕊溶■恵E ■ ？ ■詩：’ 』:

蕊： 讓藻瀧議礎識
障害児の

障害に応じ

また、障

計画作成やサービス事業者との連綿調整等を行います。

4か月・ 1歳6か月・3歳児健康診査等を実施し､先天性の疾患運動機能視

騨鱈驫麓欝習襄鐡鴬促すとともに育児不安を
l

育藍蕊鰡需鵜鰯鑿壹醗鱸職篝蕊謝
障害の早期発見.早期療育を促し調す。

､ I

札

事業縄 掲載ぺ一ジ

療育センター運営事業 60ページ

乳幼児健康診査事業 57ページ

養育支援訪問事業 57ページ

発達障害等に関する

巡回相談員整備事業 46ページ

かかりつけ医等発達障害

対応力向上研修事業

かかりつけ医等の医療関係者を丈

おける発達障害への対応力の向上を

象に､発達障害に係る研修を開催し、地域に

図りま~す。 ，
59ページ

原則として､すぺての認定こども園､保育所及び地域型保育事業所において､障

gg)ある子どもの受入れが可能な燃制を整えます。
障害児保育事業 61ページ

障害の

私立幼稚

図るため

金を交付

幼児の在籍する

育費負担軽減を

協会に対し補助

私立幼稚園特別支援

教育費補助事業
61ページ

障驫鱒灘憲畿議蕊醤磯籟講瞥無
を交付します。

障害児保育・特別支援教育を実施する教育・保育施設及び地域型保育事業所

を市嘱託職員が巡回し､障害のある仔どもの経過観察､職員への助言指導等を
行います。 ｜

’

障害児保育・特別支援

教育補助 61ページ

障害児保育等に係る

巡回相談 61ページ

障害児保育・特別支援

教育に関する研修
62ページ

幼保小関連教育推進事業 62ページ

養護教育センター

教育相談事業
62ページ

子どもルーム事業 62ページ

特別支援教育指導員

配置事業 63ページ

’
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蕊w簾:≠溝:i":雲鳶嬢;"名

特別支援教育介助員を配置

る常時介助が必要な児童の安

､､小学校の通常の学級又は特別支援学級に在籍~す

を確保します。 ‘

特別支援教育介助員

配置事業
63ページ

通常の学級に在籍するLD

通級指導教室を増設します。

学習障害）や発達障害等の児菫牛桂を対象としたLD等通級指導教室の

増設
63ページ

’貝菫生徒の臨床心理に関し．

置し､岬童牛徒等の悩みの解消

発達障害等の可能性のあるリ

験など様々な体験活動を通しネ

社会性を高めるため､長柄ハツ

通常の学級に在籍する,ADI

的ニーズに対応した的確な指型

して､学校管理職や教職員に対

生徒の困難な状況を改善して↓

各種研修講座､研究を定期副

上を図ります。

強度行動障害者の支援を行乞

要な経費の一部を助成します。

児童生徒の臨床心理に関しr

発達障害等の可能性のある岬

験など様々な体験活動を通しな
社会性を高めるため､長柄ハッピ

通常の学級に在籍するADW

憲識鵜篭
各種研修講座研究を定期B’

要蕊勇匿壼綴調

専門的な知識･経験を有するカウンセラー胃を配
置し､岬童牛徒等の悩みの解消にあたります。

て専門的な知識・経験を有するカウンセラーを配

にあたります。

ﾖ童年徒を対象に､豊かな自然環境の中で､宿泊体

Fがら、基本的な生活習慣等を身につけ、自主性・

ピーキャンプ事業を実施します。

{D(注意欠陥／多動性障害）等のI貝章生徒の教育

卓が行えるよう､小中学校に学校訪問相談員を派遣

する指導助言を行い､学校支援体制を確立し､児童

､けるように支援します。

童年徒を対象に､豊かな自然環境の中で､宿泊体

がら､基本的な生活習慣等を身につけ､自主性
ーキャンプ事業を実施します。

D(注意欠陥/多動性障害)等の児菫生徒の教育

雲鐵騨鯛韓繧

スクールカウンセラー

活用事業
63ページ

長柄ハッピーキャンプ

事業 ′ "～
63ページ

学校訪問相談員派遣

事業
64ページ

に行い､特別支援教育に関わる教職員の資質の向
上を図ります。 ’

教職員研修運営事業 64ページ

強度行動障害者支援

加算事業 施設が生活支援員等の加醒などを行?た場合必
施設が生活支援員等の加配などを行った場合､必

52ページ
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f議羅篝蕊篝議毒鐙蕩』正
1

1
茨

1 現状と課題

平成

将来に

います

ていな

その

て取り

に困難

その

的な相

％が

して

休め

裳鰯駕篤蒻篤j畷〈
)いて､1年以上前､若しくは介篝を始めてから

J8C

回答

Rも

上士

/卜安を抱え~（おり、その

･また､丸1日介護を休蹴

いと回答した方が約半鐵

仮
に

日
の

唱
鵠
旨 とし

非常

ヨにビ

ニ青ナド

正における課題0

重唐の障害者丑て

矢引合．

上げられるなど､状況は看実に変化し

な状況にあります。

ため､医療的ケアなどの重度の障害に

談機関や計画相談事業所の不足医擦

門
意

專
の

きる障害福祉サービス事業所などの不足、

の連携、教育機関での対応、軍唐の障害岩

思決定のプロセス確保が喫緊の 衣ge

2対応方針

これらの課題に対応するため

（1）重度の障害者に対応でき

医療的ケア等を必要とす

めます。

(2)教育機関での対応

普通学校に所属する医療

巡回サービスについて体制

籍羅曇 業所や人員の確保に努

る児童に対する看護師

譽鮮など篁匿の障書‘

事票≧＜重度の障害のある方たちへの支援に関する主な

燦

鄙

“

総

鯛

跡

”

襖

糎

Ⅱ

Ⅱ

無

Ⅱ

鈴

隠

Ⅱ

歸

甲

魚

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

淵

２
２
ｑ
曾
電
Ⅱ
⑥
今

⑨

Ⅱ

毬

盈

瞬

鐇

蝿

Ⅱ

参

凸

凸

中 琵蕊#'!"舞猟緯雲蕊嬢f' 鵜議蕊蕊ジ

｜行動援護重慶障害誉…鶴を裳施し議す。居宅介護重度訪問介護同行援護、訪問系サービス事業 51ページ

生活介護､自立ﾖ||練(機能訓練.坐活司||練)､就労移行支援就労継続支援(A型．
B型)､療養介護､短期入所サービス吃実施します。

日中活動系サービス

事業
51ページ

屋外での移動が困難な障害者に謝し､外出のための支援を行います。移動支援事業 51ページ

宝
口障〃ｆ

、
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諸
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害

事
障

ス
レ
ピ
設
一
開

サ
を
祉
Ｊ

福
塾

害
業

障
起

に
版

た
援

新
支者

障害福祉サービス

事業所の開設支援
51ページ

I

鯵欝騨扉漁!(Tを鱈や…､ﾙパｰ篝が…三書．
喀疾吸引等研修促進

事業
52ページ
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篝:葺簔』窪 事 業‘;鞠"悪

障害者グループホームの
J

整備

住み慣れた地域で継続して生活できるよう､日常生活の援助等を受けながら共
同生活を行うグループﾎｰﾑの整備を促進します。 53ページ

重症心身障害児に入所支援を通じて､治療や日常生活の指導を行います。桜木園運営事業 60ページ

特定教育・保育施設に

おける医療的ケアが必

要な子どもへの対応

特定教育・保育施設におけ 医療的ケアが必要な子どもへの対応を実施します。 62ページ

スクールメディカル

サポート事業

小学校の通常の学級又は特別支援学級に在籍する医療的ケアを必要とする児

童に対し､医療的ケアを行う看護師を派遣します。 62ページ

灘
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伜
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